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(5) 体験活動の重視 

生徒が生命の有限性や自然の大切さ、主体的に挑戦してみることや多様な他者と協働す 

ることの重要性などを実感しながら理解することができるよう、各教科・科目等又は各教 

科等の特質に応じた体験活動を重視し、家庭や地域社会と連携・協働しつつ、体系的・継 

続的に実施できるよう工夫することが重要である。また、これらの学習を展開するに当た 

っては、学習の内容と生徒の発達の段階に応じて安全への配慮を十分に行わなければなら 

ない。 

(6) 学校図書館、地域の公共施設の利活用 

   学校図書館を計画的に利活用し、生徒の自主的・自発的な学習活動や読書活動が充実す 

るよう努める。また、地域の図書館、博物館、美術館、劇場、音楽堂等の施設については、 

積極的に活用し、資料調査や本物の芸術に触れる鑑賞の活動等を充実させることも重要で 

ある。 

 

２ 訪問教育の場合                           【総解 P173】 

訪問教育を実施する場合には、生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の段階等、学習時 

間、学習する場所等に応じて、指導内容、指導方法及び指導体制を工夫し、学習活動が効果

的に行われるようにする必要がある。また、家族、福祉施設や医療機関の職員など、生徒の

周囲の人たちとの連携を図ることが大切である。 

指導に際しては、生徒の治療上又は健康上の理由や学習する場所などによって、指導時間

や教材・教具等が制限される場合、これらの状況等に応じ、各教科・科目等又は各教科等の

指導内容を精選したり、教材・教具等の活用を工夫したりすることが重要である。集団への

参加や友達との関わりが少なくなるなどの課題については、コンピュータや情報通信ネット

ワーク等を活用するなどして、間接的に関わり合う機会を設けることも考えられる。 

指導体制においては、訪問教育の担当者が、指導内容に応じて専門的な知識や技能を有す

る教師と連携して訪問教育を進めたり、生徒が登校する際に他の教職員と協力したりするな

ど、学校全体で訪問教育を充実させるよう、校内体制を整備する。 

 

＜ 訪問教育 ＞ 

訪問教育とは、障害のため通学して教育を受けることが困難な児童生徒に対して、教員を派遣

して教育を行う場合を指す。訪問先としては、家庭、医療型障害児入所施設などがある。 

 

３ 学習評価の充実                             【総解 P174】 

(1)  指導の評価と改善 

学習評価においては、学習の成果を的確に捉え、教師が指導の改善を図るとともに、生 

徒自身が自らの学習を振り返って次の学習に向かうことができるようにするため、教育課

程や学習・指導方法の改善と一貫性のある取組を進めることが求められる。 

評価に当たっては、学習の成果だけでなく、学習の過程を一層重視するとともに、生徒

のよい点や可能性、進歩の状況などを積極的に評価し、生徒が学習したことの意義や価値

を実感できるようにすることで、自分自身の目標や課題をもって学習を進めていけるよう

にすることが大切である。 

実際の評価においては、指導内容や生徒の特性等に応じて、単元や題材などの内容や時

間のまとまりを見通しながら評価の場面や方法を工夫し、学習の過程の適切な場面で評価

を行う必要がある。 

ポイント解説 
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